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１． 研究目的 

子どもたちは遊びの中で様々な経験や体験をし

ている．例えば砂場遊びの中で，子どもたちは，

山をつくったり，川をつくったり，そして，お友

達と話したり，協力したりしながら様々なものを

作っている．また，染め物をするさいには，色づ

けには何を使おうか，お湯を煮沸すると色が変わ

るものにふれ，その不思議さに気づき，感動し，

そしてその元になった経験や体験がその後の子ど

もたちの人生の中での生きるヒントになっている． 

さて，その気づきは小学校以降の理科の中でど

のように役に立つのだろうか．私は小学校・中学

校での理科の教員を経て，現在保育園の運営に関

わっている．自分が見てきた子どもたちの学びの

ストーリーは，点と点でつなぐようなものではな

く，子どもたちの人生の中で脈々と息づいている．

小学校で理科を学ぶ際には，様々な経験や体験が

元になって学びを深めているととらえている． 

例えば小学校で学ぶ「川の流れの働き」におい

ては，保育園や幼稚園での砂場遊びでの経験が元

になって学びの展開が豊かに進む．私が小学校で

この単元の指導を行う際は，学校の中にあった小

さな山（学校では二こぶ山と読んでいた）の上に

行き，そこから水をたくさん流して水の流れる様，

削れる様，そしてホースから流れる水の量をコン

トロールするなど取り組んでいた．この活動にお

いては，外遊びが大好きな子どもは積極的に学習

に参加し，また，その子どもたちの中で砂場遊び

が大好きだった子どもが声を上げるといったふう

に声がつながりあい，川の流れの働きの学習につ

ながっていった． 

また，中学生で学ぶ「水溶液の性質」について

考えてみる．酸性，中性，アルカリ性といったリ

トマス試験紙，BTB 溶液にて色が変わる様は，ア

ジサイの色の変化の違いにつながり，保育園にお

いては染め物の場面，小学校においては水溶液だ

けでなく，土壌の性質など多くの自然事象と結び

ついている．これらの既習事実や，絵の具の種類

や色の出方の様を不思議がったことがある経験・

体験から，水に他の物質が溶ける様（溶媒と溶液

の関係）を学びへと展開した． 

保育園や幼稚園においても，小学校・中学校に

おいても保育者，教師に求められることは，それ

らのことに不思議がって，なぜだろうと一緒に考

え，子どもとともに疑問を展開していくことであ

ると考える．言い換えれば，保育園・幼稚園にお

いては，「遊び」の中での保育者の関わり・声がけ，

小学校においては，「探究」的なアプローチによる

ものが大切なのではないだろうか． 

本研究においては，私が様々な施設・校種にお

いて感じてきた当事者としての考え方をベースに

おき，子どもたちの素朴な姿を観察することで，

科学の萌芽に繋がる姿を見つけ，保育園や幼稚園，

小学校の保育者，教師が日々の実践の中で子ども

たちと一緒に考え，発見し，喜び合うことのでき

る実践へ結ぶ一助とすることを目的としたいと考

えた． 
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２． 研究実施内容 

①保育者からのインタビュー 

保育者が実際に保育の中で実際にどんな考え方

をもって子どもたちに関わっているのか，また｢科

学｣というキーワードを挙げたときに保育場面の

中で照らし合わされるものがあるかどうかについ

て，保育園で勤務する保育者から聞き取りを行っ

た． 

②年長児の色水遊び 

小学校 6 年生と年長児が一緒になって色水遊び

を行った．その際に,小学校 6 年生の子どもの遊び

をみて，年長児がどのような遊びを展開するか，

またその遊びの中で，｢科学｣の萌芽に繋がるもの

はあるのかを調査した． 

③文献研究 

 保育園・幼稚園についての実践，科学の萌芽に

ついての研究では，加藤 1）の研究がある．加藤

は科学的萌芽の育成について，Harlan・Rivkin の

考え方を参照している．それによれば，科学的萌

芽の育成は，構成主義的な考え方，すなわち，子

どもの思考過程を尊重した指導をする場合と行動

主義的な考え方，すなわち教師のもつ知識を積極

的に伝達していこうとする場合とその中間的な考

え方で指導をする場合があると考えている．また，

滝川の考え方も参照し，科学的萌芽の育成に関す

る遊びを，好奇心・興味・関心をもって関わると

いう自主的な活動であり，その中で「不思議だ」

「なぜ」「どうして」などの疑問が生じ，そして，

自分であれこれ実際に試し確かめていき，「なるほ

どこのことはこうなっているのか」「こうだったの

か」と筋道を立てて考える活動であると考え，こ

の視点をもとに科学の萌芽の育成に関する遊びを

検討している．結果として，色水遊びは，科学的

萌芽の基礎的な部分を構成していく気づきを誘発

する遊びに適しており，泥だんごづくりは，科学

的萌芽そのものを構成していく気づきを誘発する

遊びに適していると言えると述べている．また，

シャボン玉遊びは，４つの活動の中では最も科学

的萌芽を育成する遊びとして適していると述べて

いる．さらに，砂場遊びは，特に人間関係を構築

したり，協同的な学びを形成したりする社会性を

育成する遊びとして適していると言えると結論づ

けている． 

 

３．まとめと今後の課題 

色水遊びを見た際に，「科学」を文化的な営みと

解釈すると，様々な萌芽を見ることが可能と考え

られる． 

保育者は，小学校での学びを「○○を覚えること」

というような宣言的知識にとらわれており，実際

の「遊び」の中で育まれている状況を明らかにし

ていくことにより，小学校の学びとのつながりを

明確化し，保育者の経験主義に基づく，手続き的

知識の学びを明らかにすることができると考えて

いる． 
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